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旧 ChemStation と OpenLAB CDS 2 との比較

項目 旧 ChemStation OpenLAB CDS 2

ユーザーインターフェース メニューやボタンがたくさんあり、
何の機能があるのか分かりづらい。

リボンメニューとポップアップメニューで操作一新。
分かりやすく、操作の手数が少ない画面。

起動と解析の動作速度 遅い。
マルチ画面を新採用し、不要な画面展開を削減。
ボトルネックになっていた旧式マクロを排除。
再解析速度は世界一。

解析操作 手数が多い。

ワンクリックでのデータ呼び出しや解析画面のレイア
ウトの自由設定を導入し、見やすく、手数が少ない解
析操作を実現。ピークエクスプローラでクロマトグラ
ムの差異を一瞬で表示。

ピークの積分 思い通りに積分することが難しい。 マニュアル積分により操作の手数が大幅削減。
どんなに小さなピークでも思いのままに積分可能。

レポート編集 B バージョンのレポートは、
ユーザーは編集不可。

ユーザーが容易に自由に編集できる、インテリジェン
トレポート機能を標準搭載。

データインテグリティ対応 データが消せる、ログが分りづらい、
データインテグリティ対応に難あり。

Workstation Plus では、標準でデータベースを搭載。
データ消去・改ざんの課題を解決。
監査証跡の簡単なデータレビュー操作を実現。

他社装置コントロール 不可。 島津、Waters など他社製クロマトグラフのコントロー
ルが可能。
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OpenLAB CDS 2 によるデータ解析

使いやすさに特化したデータ解析

検量線の柔軟な定義付け
検量線の作成後に使用するデータポイントを任
意に選ぶことができます。使用しないデータポイ
ントのチェックを外すだけで、すぐさまそのデー
タを無視した検量線に更新することができます。

拡大図と全体図の同時表示

進化したマニュアル積分
マウスカーソルをベースラインやクロマトグラムに
合わせるだけで、行いたい処理の項目が自動で表
示されます。行いたい処理の項目が表示されたら、
マウスをドラッグやクリックするだけでベースライ
ンの作成や移動、ピークの分割やマージなどが行
えます。また、指標となるクロマトグラムを重ね描
きしながらマニュアル積分を行うことも可能です。

クロマトグラムを拡大した際、拡大している箇所がす
ぐに分かるようにクロマトグラムの全体を表示すること
ができ、さらに、クロマトグラムから拡大したい箇所を
ドラッグすれば、簡単に拡大箇所が表示できます。ま
た、全体図には現在拡大している箇所が表示されるの
で、クロマトグラム全体を俯瞰しながら微小ピークの
解析を行うことができます。

再解析時の結果の確認 便利なファイルエクスポート

クロマトグラムの再解析時、レポートの印刷を
せずに確認できます。表示項目を変更して分離
度や S/N などを表示したり、小数点以下の桁
数を任意に設定することができます。

結果データは CSV ファイル（.CSV）、
Excel ブック（.xls）、Word 文書（.doc）、
PDF ファイル（.pdf）にエクスポートでき
るので、他のソフトウェアによる二次計
算や報告書への転記が簡単になります。


